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しぶや区ニュースは区内全世帯へ
各戸配布をしています

発行日を過ぎても届かない場合、配布を停止したい場合など、区ニュースの配布に関する問い合わせは、
区ニュース各戸配布コールセンターへ 0120-900-916（月）～（土）9：00～18：00  ※祝・休日、1月1～3日を除く

▲長谷部区長

シブヤフォントの新作データやシブヤフォントを使用したアイテム
が紹介されました。

昨年度から取り組んでいる超短時間雇用について区内のコンビニエンス
ストア、公衆浴場、商店街などでの雇用事例を紹介しました。

▲11月1日に開業する「渋谷スクランブルスクエア」の展望施設「SHIBUYA 
SKY」内の「SHIBUYA SKY SOUVENIR SHOP」でも一部アイテムが
販売されます。

ダイバーシティの街と
して、互いが違いを認
め合い、さらに交じり
合って生まれる新しい
価値を渋谷から発信
し、多くの人と共感し
ていきます。

渋谷でくらし・はたらく障がいのある人の描いた文字や数
字を、渋谷で学ぶ学生がフォントとしてデザインしたパブ
リックデータです。さまざまなモノやコトに使われることで、
より多くの人に渋谷を好きになってほしい、シティプライド
を感じてほしい、そして障がいのある人の活動を知ってほ
しいという願いを託して作成されました。

実際に触れて体験できるスペースでは、参加者がこれまで見たことのない
テクノロジーに触れて驚く様子がみられました。

デザイン・テクノロジーの展示
従来の福祉の枠組みを超えた

障がいの特性や個々の状況に応じて多様な働き方を選択できる
障害者雇用促進法の法定雇用率には含まれない「週20時間未
満の雇用」です。

JR渋谷駅桜丘町方面線路沿い
の工事現場の仮囲いをソーシャ
ル美術館にするプロジェクトとし
て、シブヤフォントの原画が渋谷
の街を彩っています。

超福祉展×全日本仮囲いアートミュージアム

◀コンビニエンスストアや公衆
浴場などでの雇用事例を紹
介。

▲超短時間雇用を利用して
働く様子（公衆浴場）。

超短時間雇用（ショートタイムジョブ）

9月3～9日

シンポジウム

▲今回新たに制作したフォン
トやグラフィックデータを
使用したアイテムの紹介。▶

シブヤ
フォント
とは？

超短時間
雇用
とは？

電動アシスト付きでドリ
フト走行が可能な競技
用車いすです。
実際に使用する競技で
は、小回りや鋭敏な動き
ができる器用さ、繊細さ、
一瞬の判断力が勝敗を
握ります。

スライドリフト

渋谷のシンボル“ハチ公
像”を山形大学が取り組
む「やわらかロボット」で
プロデュースしました。
やわらかロボットは安全
性や人との親和性が高
く、福祉分野での応用が
期待されます。

やわらかロボ！
ゲルハチ公

座ったままの姿勢で安
全・安心にスムーズに移
動可能ないすです。オ
フィスや工場などの「は
たらく場」だけでなく、美
術館や図書館などの公
共施設でも、多様な人々
の活躍をサポートします。

ウェルツ-セルフ 11月30日まで

障がい者をはじめとするマイノリティーや福祉そのものに対する「心のバリア」を取り除こうと、2014年か
ら渋谷ヒカリエを中心に開催しているイベントです。
6年目となる今年も、従来の福祉に対するイメージを大きく変えるデザインやテクノロジーの展示・体験会に
加え、渋谷発となる最先端の取り組みや働き方を紹介するシンポジウムなどが行われました。
問障がい者福祉課福祉計画推進係（☎3463-1922 FAX 5458-4935）

2020年、渋谷。
超福祉の日常を体験しよう展
（超福祉展）が開催されました

シブヤフォントシンポジウム


